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人
が
輝
き
歴
史
・
文
化
と
自
然
が
彩
る
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
め

ざ
し
て
、
２
期
目
の
町
政
は
半
ば
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
、
町
民

の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
公
正
公
平
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
皆
様
が

主
役
の
町
づ
く
り
、
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
町
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
健
全
財
政
を
基
本
ベ
ー
ス
と
し
ま
し
て
、

引
き
続
き
、
私
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
と
共
に
、
町
政
前

進
に
向
け
て
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

国
政
で
は
、
一
昨
年
よ
り
、
安
倍
政
権
に
よ
る
経
済
政
策
、
い

わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る
「
大
胆
な
金
融
政
策
」
・

「
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
・
「
機
動
的
な
財
政
政

策
」
を
基
に
、
長
引
く
デ
フ
レ
に
対
す
る
経
済
政
策
が
行
わ
れ
て

お
り
、
現
在
、
日
本
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
地
方
財
政
の
先
行
き
は
不
透
明
感
が
あ
り

ま
す
。
経
済
対
策
が
、
更
に
即
効
性
の
あ
る
施
策
と
し
て
、
機
能

す
る
よ
う
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
が
不
透
明
の
中
、

町
税
を
は
じ
め
一
般
財
源
の
確
保
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
町
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
と
も
に
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
に
あ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
さ
せ
、
町
民

と
と
も
に
支
え
合
い
温
か
く
一
体
感
の
あ
る
「
協
働
」
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
ま
た
、
町
政
の
重
要
課
題
、
懸
案
事
項
、
先
見
性

あ
る
戦
略
事
業
を
着
実
に
実
現
し
、
改
善
・
解
決
・
挑
戦
し
て
い

く
た
め
に
は
、
従
前
に
増
し
て
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
計
画
的
で

堅
実
な
行
財
政
運
営
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

「
入
る
を
計
り
て
出
ず
る
を
為
す
」
の
基
本
理
念
の
基
に
施
策
の

重
要
性
、
緊
急
性
、
有
効
性
を
勘
案
し
、
投
資
効
果
、
選
択
と
集

中
、
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
や
行
政
改
革
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
で
計
画
行
政

の
推
進
と
健
全
財
政
を
目
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
編
成
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
前
年
度

予
算
対
比
5.1
％
減
の
39
億
６
，
２
０
０
万
円
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
な
ど
５
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、
3.1
％
増
の

18
億
１
，
７
７
９
万
円
、
水
道
事
業
会
計
は
4.8
％
減
の
２
億
１
，

３
２
６
万
1
千
円
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、
2.8
％
減

の
59
億
９
，
３
０
５
万
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
な
お
一
層
の
行
政
改
革
を
推

進
し
、
健
全
財
政
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

26
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
町
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

池田町長

勝山隆之

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
が
、
町
議
会

3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

5.1
％
減
の
39
億
６
，
２
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
町
の
平
成
26
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は

制
度
改
正
に
伴
う
町
民
税
の
増
な
ど

に
よ
り
８
億
８
，
３
５
８
万
６
千
円

前
年
比
0.4
％
の
微
増
を
見
込
み
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
財
政
状
況
で
す
が
、
町

の
第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
健

全
で
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
取
り
組
み
、
町
長
の
施
政
方
針
に

掲
げ
る
施
策
を
重
点
的
に
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

全　体

町税の内訳

平
成
26
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
は
39
億
６
，
２
０
０
万
円

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

目的別 性質別

町税
883 百万円 22% 使用料

および
手数料
75 百万円
2%

その他
213 百万円 6%

地方交付税
1,760 百万円　44%

国庫支出金
272 百万円　7%

県支出金
231 百万円　6%

町債
348 百万円

9%

譲与税・交付金
180 百万円　4%

自主財源※
1

1,171 百万円
30%

依存財源※
２

2,791 百万円　70%
町民税
427 百万円　49%

市町村
たばこ税
56 百万円　6%

軽自動車税
27 百万円　3%

固定資産税
373 百万円　42%

人件費
776 百万円　20%繰出金

595 百万円
15%

その他
47 百万円　1%

普通建設事業費
281 百万円 7%

補助費等
577 百万円 15%

物件費
813 百万円 20%

公債費
495 百万円
12%

扶助費
378 百万円
10%

義務的
経費
1,649 百万円
　42%

任意的
経費
2,032 百万円
　51%

投資的経費
281 百万円　7%

民生費 
1,332 百万円 
34%

議会費
73 百万円 2%

その他 107 百万円 3%

消防費 
224 百万円 6%

衛生費 
252 百万円 6%

土木費 
404 百万円 
10%

農林水産業費 
221 百万円 
5%

教育費 
354 百万円 
9%

総務費 
500 百万円 
13%公債費 

495 百万円　
12% 委託料　329 百万円

賃　金　183 百万円
需用費　178 百万円
その他　123 百万円

補助金　192 百万円
負担金　359 百万円
その他       26 百万円

一般会計歳入予算構成比率　総額 39 億 6,200 万円

一般会計歳出予算構成比率　総額 39 億 6,200 万円

　
〈
主
な
事
業
〉

◇
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
申
請

◇
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
策
定
事
業

◇
子
育
て
世
帯
臨
時
交
付
金
事
業

◇
臨
時
福
祉
交
付
金
事
業

◇
公
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
事
業

◇
広
津
地
区
除
雪
機
導
入
事
業

◇
消
防
団
詰
所
整
備
事
業
　
三
箇
所

◇
地
域
協
力
隊
募
集

◇
て
る
て
る
坊
主
記
念
館
改
修
事
業

◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村
事
業

◇
店
舗
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

◇
各
戸
一
坪
花
づ
く
り
運
動

◇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
大
か
え
で
倶
楽
部
）

◇
福
祉
医
療
無
料
化
事
業
　
18
歳
ま
で

◇
長
寿
祝
い
金
　(

百
歳
、
88
歳)

◇
池
田
小
大
規
模
改
修
事
業

◇
町
道
改
良
事
業
　
4
路
線

◇
ワ
イ
ン
祭
り

◇
美
術
館
指
定
管
理
へ
の
準
備

◇
福
祉
空
間
整
備
事
業（
高
齢
者
支
え
あ
い
拠
点
整
備

施
設
事
業
）

◇
若
者
定
住
促
進
の
住
宅
分
譲
地
の
造
成（
土
地
開
発

公
社
）

◇
健
康
寿
命
延
伸
の
生
き
が
い
対
策
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■
一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
歳
入
】

　

町
税
は
、
前
年
比
３
９
３
万
円
（
0.4
％
）
の
増
額
を
見
込

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
税
制
改
正
に
よ
り
個
人
住
民
税
均
等

割
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
、
固
定
資
産
税
は
宅
地
評
価
の
下

落
に
よ
り
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

歳
入
全
体
の
44
．
４
％
と
最
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
総
額
が
昨
年
度
と
同
水
準
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
同
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

譲
与
税
・
交
付
金
等
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
示
さ
れ

た
数
値
を
参
考
に
景
気
の
動
向
を
踏
ま
え
た
金
額
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
４
月
よ
り
消
費
税
率
の
改
正
に

よ
り
１
，
５
０
０
万
円
増
額
の
１
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

町
債
は
、
同
比
２
億
５
，
２
０
０
万
（
42
％
）
の
減
を
見

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
防
災
行
政
無
線
・

非
常
用
発
動
発
電
機
等
設
置
設
備
等
の
減
が
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
整
備
等
の
増
額
を
見
込
み
、
前
年
比
６
，

８
７
４
万
円
（
33
．
７
％
）
の
増
額
、
繰
入
金
は
昨
年
度
実

施
し
た
減
債
基
金
等
の
減
に
よ
り
同
比
３
，
９
２
９
万
円

（
52
．
７
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

総
務
費
は
、
防
災
行
線
無
線
工
事
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年

比
２
億
７
，
８
５
２
万
円
（
35
．
８
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
増
な
ど
に
よ
り
同
４
，
３
９
１
万
円
（
3.4
％
）
の

増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
し
尿
収
集
運
搬
業
者
へ
の
合
特
法
に
よ
る
転

廃
交
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
同
１
，
４
１
８
万
円
（
5.3
％
）

の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、
工
場
誘
致
助
成
金
の
増
な
ど
に
よ
り
同
１
，

５
２
７
万
円
（
18
．
１
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
道
路
改
良
事
業
・
道
路
維
持
経
費
の
増
な
ど

に
よ
り
同
３
，
６
３
８
万
円
（
9.9
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま

し
た
。

　

消
防
費
は
、
消
防
団
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
増
な
ど
に
よ

り
同
比
５
，
２
５
７
万
円
（
30
．
７
％
）
の
増
額
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
記
念
館
修
繕
工
事
の
増
な
ど
に
よ
り
同
１
，

４
５
７
万
円
（
4.3
％
）
の
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
借
換
債
に
係
る
償
還
元
金
の
減
な
ど
に
よ
り

同
９
，
４
０
０
万
円
（
16
％
）
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
総
務
費
で
は
、
県
知
事
選
挙
の
経
費
、
教
育
費

で
は
、
美
術
館
20
周
年
記
念
事
業
等
を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。

■
会
計
別
当
初
予
算
額

問い合わせ先　総務課財政係　℡62-3131（代表）

会　計　名 平成 26 年度 平成 25 年度 増減比

一 般 会 計 39 億 6,200 万円 41 億 7,560 万円 △ 5.1％

特 別 会 計　 合 計 18 億 1,779 万円 17 億 6,377 万円  3.1％

工 場 誘 致 等 608 万円 608 万円 0.0％

国 民 健 康 保 険 11 億 3,256 万円 11 億　528 万円 2.5％

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 2,424 万円 1 億 1,074 万円 12.2％

下 水 道 事 業 5 億 4,039 万円 5 億 2,725 万円 2.5％

簡 易 水 道 事 業 1,452 万円 1,442 万円 0.7％

水道事業会計

収益的
収 支

（収入） 2 億 4,855 万円 2 億 3,572 万円 △ 0.2％

（支出） 1 億 7,226 万円 1 億 6,677 万円 2.3％

資本的 
収 支

（収入） 259 万円 315 万円 △ 17.8％

（支出） 9,993 万円 1 億 1,582 万円 △ 13.7％

議会費 　　　　　7300万円 

議会運営、議会だより発行など議員の報酬や議会の運営など
に使われる経費

総務費　　　　　　　5億円 庁舎維持管理、電算システム保守管理、町有建物火災保険、広
報発行、自治会活動費交付金、社会保障・税番号制度、元気な
まちづくり事業、日本で最も美しい村事業、交通安全対策、防
災対策、バス等運行事業、選挙費など

庁舎管理や税務、戸籍事務な
どに使われる経費

民生費　　　13億3200万円 町社会福祉協議会補助金、出産祝金、国保会計繰出金、後期高
齢者医療負担金および繰出金、介護給付訓練等給付費、介護保
険広域連合負担金、福祉医療給付金、総合福祉センター維持管
理、臨時福祉給付金、保育園・児童センター運営費、児童手当、
子育て世帯臨時特例給付金など

高齢者や子ども、障害者などに
対する福祉や医療、子育て支援
などに使われる経費

衛生費 　　　2億5200万円
予防接種、各種検診等委託、妊婦一般検診委託、ＥＶ急速充電
器事業、太陽光発電システム設置補助金、簡水会計繰出金、一
般廃棄物収集・処理委託料、穂高広域施設組合負担金など

ごみの処理、リサイクルなど
の環境対策や、保健事業など
に使われる経費

農林水産業費　2億2100万円 農業委員会運営事業、中山間地域直接支払補助金、青年就農給
付金、花とハーブの里づくり事業、多目的研修集会施設管理、
地域営農システム総合推進事業、ワイン祭、ほ場整備事業、林
業振興事業、有害鳥獣対策事業、森

も り

林の里親事業など

農業や林業などの振興に使わ
れる経費

商工費　　　　1億200万円 工場誘致助成金、経営改善普及事業、ものづくり産業クラスタ
ー形成事業、池田町観光協会・観光推進本部補助金、池田ふる
さと祭り事業補助金、大峰高原白樺の森管理事業、ウォーキン
グ大会、てるてる坊主アート展事業など

観光や商工業の振興などに使わ
れる経費

土木費　　　　4億400万円 道路の維持・舗装・改良事業、交通安全施設整備、河川改修事業、
公園管理経費、公営住宅管理経費、下水道会計繰出金、住宅耐
震事業、広津地域除雪機導入事業、公営住宅マスタープラン作
成事業、クラフトパーク管理など

道路の舗装や除雪、公園、町
営住宅の管理などに使われる
経費

消防費　　　　2億2400万円
北アルプス広域連合常備消防負担金、消防団運営経費、消防団
詰所整備事業、消防施設経費、災害対策経費など消防や救急活動などに使われ

る経費

教育費　　　3億5400万円 教育委員会運営、小中学校の管理・教育振興経費、公民館・図
書館・総合体育館等の管理・事業活動経費、青少年育成、男女
共同参画推進、文化財保護、町立美術館・創造館の運営、企画
展事業、町民活動サポートセンター、地域交流センター基本構
想策定事業、てるてる坊主記念館改修事業、美術館 20 周年記念
事業など

小中学校や公民館、図書館、
スポーツ振興などに使われる
経費

公債費　　　4億9500万円
町債の償還

町が借り入れたお金の返済金

■一般会計予算の主な事業内容
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役
場
職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
各
課
体
制
の
お
知
ら
せ

　平成 26年 4月 1日付役場職員の人事異動および各課の体制をお知らせします。
　職員一同、町づくりのために精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

　なお、掲載は臨時職員等を除き、派遣を含む正規職員のみです。また、平成 26年

度の新規採用職員はありません。

【凡例】　異…異動者　社…池田町社会福祉協議会からの派遣

総務課
課長　中山彰博

係長	 勝家健充	
	 今溝美帆	
	 丸山佳男	 異
	 山本有紀衣	

総務係
係長	 丸山光一	
	 薄井誠一	 異
	 片瀬友美	
	 千賀絵里	

課税係
係長	 大澤　孔	
	 塩原　長	
	 松島健治	

町づくり推進係

係長	 塩川利夫	
	 平林源由	 異

財政係
係長	 塩嶋康彰	
	 山本優衣	 異

収納係

住民課
課長　小田切隆　

係長	 山岸　寛	
	 尾曽なほみ	 異
	 宮澤ちひろ	

住民係
係長	 滝沢健彦	
	 浅野景太	 異

医療係
係長	 下條浩久　異
　　    白澤　龍

生活環境係

保育課

課長　藤澤宜治　
園長	 遠藤寿子	 異
主任	 笠井幸江	 異
	 三澤明子	
	  矢口秀美　
             淀　純枝
　　    松田佳世     
　　　丸山裕絵
　　　小林祐茉

池田保育園
園長	 竹枝こずえ	
主任	 竹内まさ江	
	 小林はるみ	
	 山﨑友見		
	 加藤雅子	
	 島田彩可	     
            今溝景子        

会染保育園

係長	 那須ゆかり	
保育係

会計課
課長　師岡栄子　

係長	 矢口　衛	
	 高岡妙子	

会計係

議会事務局
事務局長	　平林和彦　
		 綱島尚美　異

特別職
町　長　勝山隆之
副町長　宮嶋将晴
教育長　平林康男

福祉課
課長　倉科昭二　

係長	 工藤利枝子	
	 塩嶋幸代	
	 宮﨑美鈴	
	 瀧沢祐子	
	 神田夏織	

健康づくり係
センター長　伊藤芳子
	 稲玉紀子	 社
	 有田和美	 社
	 田中沙織	 社

地域包括支援センター
係長	 倉科吉樹	
	 矢口玲子	 異

保健係

振興課
課長　片瀬善昭　

教育課
課長　宮﨑鉄雄

センター長   大蔦奈美子 
池田・会染児童センター

係長	 塩川亜弥子	
	 片瀬好美　    

学校総務係
＜美術館＞

係長	 平川通寿	

クラフトパーク係

休業新規採用
なし

課長　山﨑広保

係長	 蜜澤佳洋	
	 遠藤孝昭	
	 廣田和也	 異

水道係
係長	 丸山善久	
	 小林　裕	

土木係
係長	 髙山　武	 異
	 窪田和大　	

建設管理係

事務局次長　宮澤　達	 異
農業委員会

建設水道課

係長	 山本利彦	
	 中山　勲　	 異
	 丸山　剛

農政係
係長	 那須信博	 異
	 水野今朝寿

耕地林務係
係長	 井口博貴	
	 塩原舞子	 異

商工観光係
係長	 片瀬　登
観光推進本部

係長	 寺嶋秀徳	
	 西澤正之	
	 矢口久美	
	 師岡文江	
	 村山雪子	 社

福祉係

センター長　宮本瑞枝	
	 　　 平川和代

こども支援センター

事務局次長　髙山　武	 異
	 髙木さおり	

土地開発公社

退職

＜総合体育館＞
係長	 塩原正彦	
	 横澤孝彰	 異

    羽場貴美子
中島博美

＜公民館＞
係長	 矢口喜輝	
	 寺島靖城	 異

生涯学習係

＜ 3 月末＞
宮島雪江　　山﨑幸子
遠藤孝和
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総合計画策定のためのアンケート調査を実施しました

池田町第５次総合計画前期基本計画は、平成２１年度から平成２５年度を計画期間とし、

様々な事業を実施してきました。計画の期間が満了することから、平成２６年度を初年度とし

平成３０年度を目標年度とする、池田町第５次総合計画後期基本計画の策定に際し、町民の皆

様のご意向を確認するためのアンケート調査を実施しました。

アンケート調査は、１８歳以上の町民 名を無作為に抽出し、本年１月に郵送による

配付・回収を行い、 名から回答を得ました。

ここでは、調査結果の一部をお知らせします。

渋田見、三丁目、吾妻町から多くの回答

を得ました。陸郷にも配付致しましたが、

回答はありませんでした。

回答者の年齢構成は、 歳以上が

。 歳未満が となってい

ます。若い人の回答が少ない傾向です。

回 答 者 の 構 成

現在、池田町では多くの事業を実施しています。それらの事業について、町民の皆さんに「どのくらい満

足である」と考えているのか、また「どのくらい重要だ」と考えているのかを５段階で質問しました。

回答の結果を、「とても満足」や「とても重要」を５点、「とても不満」や「全く重要でない」を１点と置

き換えて、現在の施策の満足度と重要度を点数化しました。その結果、満足度の平均は５点満点で 点、

重要度の平均は５点満点で 点となりました。

各事業の項目ごとに満足度と重要度の相関をまとめました。

町民の皆さんが重要だと考え、施策の

見直しや取り組みの見直しが必要な

施策として、「商業の振興」「適正な土地利

用と地域整備の推進」「工業の振興」「道路

の整備」「雇用と労働」「財政の健全化」が

挙げられています。

町民の皆さんが重要だと考え、施策の維持が特に重要な施策

として、「上水道の整備」「保健予防・医療の充実」「住民福祉の向上」

「学校教育の充実」「消防・防災・防犯体制の充実」「自然資源の保全」

「子育て支援の充実」「治山・治水・利水対策の推進」「環境衛生」「下

水道整備」「家庭教育の充実」「協働のまちづくり」「農業の振興」「交

通・通信の整備」が挙げられています。

問：町の各施策の取り組みに対する満足度、重要度をお答えください
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今後、町が特に力を入れる

分野もしくは優先すべき分

野として、「地震や土砂災害

などへの防災対策」「交通弱

者の交通手段の確保」「高齢

者の健康づくり、生きがいづ

くり」「子育て支援、少子化

対策」等を選択した回答者が

多くいました。（最大３つま

で選択）

今後は、第５次総合計画の基本理念である「人が輝き 歴史と自然が彩る てるてる坊主のふるさと」に

基づき、アンケートを始め、審議会やパブリックコメント等を通じて皆さんの意見、要望等を取り入れなが

ら後期基本計画を策定してまいりますので、ご協力をお願いします。

問：池田町は住みやすいですか？ 問：今後も池田町に住み続けたいですか？

「あなたにとって池田町は住みやすい町ですか」との設問に対して、 が「とても住みやすい」「ど

ちらかといえば住みやすい」と回答しており、「とても住みにくい」「どちらかといえば住みにくい」と回答

した を大きく上回っています。

また、「今後も池田町に住み続けたいですか」との設問に対して、76.3％が「ずっと住み続けたい」「当

分住みたい」と回答しており、「住み続けたくない」と回答した7.2％を大きく上待っています。

問：今後、町が特に力を入れ

るべき分野、もしくは優先す

べき分野は何ですか？

その他
0.4％

その他
2.2％

池田町消防団新体制スタート

山口俊文　団長
（吾妻町）

片瀬貞之　副団長
（滝沢）

問い合わせ先　池田町消防団事務局（総務課総務係内）　℡ 62-3131（代表）

新しい自治会長の皆さん
　４月 17 日に平成 26 年度の自治会協議会が開催され協議会長等が選任されました。今後一年間、新しい自治会長の

皆さんには町と地域のパイプ役となっていただきます。よろしくお願いします。（敬称略）

地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職 地区名 自治会長名 協議会役職
豊町 楯岩　拓男 代 議 員 千本木台 五十嵐広志 代 議 員 渋南 伊藤　孝佳 代 議 員

一丁目 鈴木　　武 半在家 中山　広忠 内鎌 羽賀あゆみ

吾妻町 平林　一郎 副 会 長 相道寺 太田　祐司 和合 和田　敏幸

東町 窪田　博茂 花見 山本　雅彦 十日市場 内山　邦泰

二丁目 降幡　栄三 滝沢 片瀬　一明 高瀬橋南 藤本　正二

三丁目 吉井　繁夫 代 議 員 滝の台 細野　　崇 代 議 員 鵜山 小林　荘司

四丁目 北川原　清 代 議 員 林中 鷲澤　忠一 中之郷 滝沢　俊明 代 議 員

五丁目 中條　正晴 渋坂 浅原　信夫 代 議 員 南台 田中　幸夫

堀の内 望月　眞夫 代 議 員 坂下 太田　　正 広津北山 遠藤　　敏

正科 大澤　佐仲 中木戸 中村　守敏 広津中央 山﨑　英男

中島 太田　　修 会 長 新屋敷 矢口　長彦 陸郷 藤松　　守 代 議 員

問い合わせ先　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129（直通）

　池田町消防団が新体制で始動しました。6 つの分団とラッパ隊、救護隊、バイク隊、女性消防隊、で構成され町民の

皆さんの貴重な財産や尊い人命を災害から守るためにご尽力頂くことになります。正副団長の新任期は 2 年間です。

所　属 担当地域 職　名 氏　　名

本　部 ー

団長 山口　俊文

副団長 片瀬　貞之

消防主任 勝家　健充

消防副主任 丸山　佳男

ラッパ隊 ー ラッパ長 滝澤　岳大

救護隊 ー 救護長 下條　一路

バイク隊 ー バイク隊長 荻窪　善明

女性消防隊 ー 女性消防隊長 片瀬　好美

所　属 担当地域 職　名 氏　　名

本部分団 町全域
分団長 寺島　靖城

副分団長 遠藤　孝昭

第 1 分団

豊町・吾妻
町・一丁目・
東町・二丁目・
三丁目・四丁
目・五丁目

分団長 山本　　崇

副分団長 川瀬　　智

第 2 分団

堀の内・正
科・中島・半
在家・千本木
台・相道寺・
広津・法道

分団長 大澤　博史

副分団長 三澤　　優

第 3 分団 花見・滝沢・
滝の台・陸郷

分団長 水野　晃伸

副分団長 和澤　寿浩

第 4 分団 渋田見・鵜山・
中之郷・南台

分団長 矢口　信夫

副分団長 小林　博幸

第 5 分団
林中・十日市
場・内鎌・和
合・高瀬橋南

分団長 田中　　武

副分団長 三澤　幸永

問い合せ先　総務課町づくり推進係　℡ 62-3129（直通）
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☆開館時間  火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
  水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
		   土・日・・午前 9 時 30 分 ~ 午後 5 時
☆ 5 月の休館日　　　　　　　　5・12・19・26・27 日

（27 日は月末館内整理日です）

その他の新着書
池上彰の教養のススメ　　　　　池上彰
師父の遺言　　　　　　　　松井今朝子
バベル　　　　　　　　　　　福田和代
無縁旅人　　　　　　　　　　香納諒一
イーヨくんの結婚生活　　　　大山淳子
新しいおとな　　　　　　　　石井桃子
仮面同窓会　　　　　　　　　雫井脩介
我慢ならない女　　　　　　　　桂望実
ワンナイト　　　　　　　　大島真須美

私に似た人　　　　　　　　　貫井徳郎
ジェームズ・ボンドは来ない　　松岡圭祐
ほんとうの味方の作り方　　松浦弥太郎
歯みがき革命！　　　　　　我妻美夕紀
いしをつんだおとこ　　あきやまただし
えきのひ　　　　　　　　　加藤久仁生
うみべのいす　　　　　　　    nakaban
モジャキのくすり　　　　　　　高畠純
ならんでるならんでる　　　鈴木まもる

イベリコ豚を買いに
野地 秩嘉 著

（小学館）
　謎だらけのイベリコ豚
を追ってスペインへ！
　現地に辿り着いた著者
を待っていたのは、驚きの
連続だった…。スペインと
日本を舞台に描く、食ノン
フィクション。

アルグン川の右岸
　遅子建 著

竹内良雄・土屋肇枝 訳
（白水社）

　トナカイとともに山で
生きるエヴェンキ族。民
族の灯火が消えようとし
ている今、最後の酋長の
妻が９０年の激動の人生
を振り返る。

おつきさまは
いちねんせい

アンドレ・ダーハン 絵
きたやま ようこ 文 

（講談社）
　1 年生になったおつきさま
は、お友達ができなくて学校
が楽しくありません。でも、
ある日、すてきなことを思い
つきました。

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎平成 2５年度に多く読まれた小説◎
1位	 	桜ほうさら	 	 	 [ 宮部みゆき ]
  〃	 	色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年
	 	 	 	 	 	 [ 村上春樹 ]
３位	 	海賊とよばれた男		 	 [ 百田尚樹 ]
  〃	 	宰領‐隠蔽捜査 5‐	 	 [ 今野敏 ]
  〃	 	クローズアップ	 	 	 [ 今野敏 ]
６位	 	泣き童子（わらし）	 	 [ 宮部みゆき ]
  〃	            糸車	 	 	 	 [宇江佐真理］
  〃	            執着 	 	 	 	 [ 堂場瞬一 ]
９位	 	へこたれない人	 	 	 [ 佐藤雅美 ]
  〃	            望郷	 	 	 	 [ 湊かなえ ]
  〃	 	千両かんばん	 	 	 [ 山本一力 ]
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若
葉
青
葉
の
季
節
、
行
楽
な
ど

で
山
に
入
る
ほ
か
、
農
作
業
に
関

連
し
た
枯
草
焼
き
な
ど
が
、
山
林

に
飛
び
火
す
る
こ
と
に
よ
る
山
火

事
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
平
成

25
年
１
月
か
ら
６
月
の
林
野
火
災

発
生
件
数
は
全
国
で
１
，
５
０
０

件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
人
間
の

不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て
い
ま
す

の
で
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
火
の

取
扱
い
を
注
意
す
れ
ば
山
火
事
を

未
然
に
防
止
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
貴
重
な
山
林
を
守
る
た
め
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
後
に

　

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
、
完

　

全
に
消
火
す
る
こ
と
。

②
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た

　

は
火
災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ

　

る
時
は
消
防
署
へ
届
出
を
す
る

　

こ
と
。

③
枯
れ
草
等
が
あ
り
火
災
が
起
こ

　

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

　

を
し
な
い
こ
と
。

④
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

③
タ
バ
コ
を
吸
う
場
合
に
は
携
帯

　

灰
皿
等
を
持
参
し
、
吸
い
殻
は

　

絶
対
に
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

⑤
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き

　

火
や
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

　

今
年
の
山
火
事
予
防
統
一
標
語

は
『
守
り
た
い 

森
の
輝
き 

防
火

の
心
』
で
す
。
地
域
の
大
切
な
山

林
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

火遊びは絶対にダメ！
マッチやライターは

おもちゃじゃないぞ！

タバコの火、

きちんと消すのがルール

です。

たき火が終わったら水を

かけて確実に消しましょ

う！

風しんの流行に引き続き注意が必要です

　全国では、平成 24 年から、関東地方、関西地方等の都市部を中心に、20 代か

ら 40 代の成人男性などの患者数が増加し、平成 25 年には 1 万 4 千人を超す患者

及び 32 人の先天性風しん症候群の児の出生が報告されました。（平成 26 年 1 月

15 日現在の速報値）

　風しんの流行は 2 ～ 3 年続く傾向があるとされていますので、引き続き注意が

必要です。

先天性風しん症候群から赤ちゃんを守りましょう

　妊婦、とくに妊娠初期の女性が風しんにかかると、赤ちゃんにも感染し、耳が聞こえにくい、目が見えにくい、生まれつ

き心臓に病気がある、発達がゆっくりしているなどの「先天性風しん症候群」という病気にかかってしまうことがあります。

　将来の赤ちゃんを先天性風しん症候群から守るため、風しん抗体検査で免疫の有無を確認し、免疫力が低い場合は、予防

接種を受けることが望まれます。

　なお、接種後 2 か月間は避妊が必要で、妊婦は風しんの予防接種は受けられません。

次の方を対象に、大町保健所で風疹抗体検査を実施します

⑴妊娠を希望する女性

⑵妊娠を希望する女性において風しん抗体価が低い（※）ことが判明した場合は、その配偶者（婚姻の届出をしていないが、

　事実上の婚姻関係等、婚姻と同様の事情にある者を含む。以下同じ）などの同居者

⑶風しん抗体価が低い妊婦の配偶者などの同居者

※「風しん抗体価が低い」とは、HI 法で 16 倍以下、または EIA 法で EIA 価 8.0 未満又は国際単位 30IU/ml 未満（風し

ん IgG 測定キットを使用した場合の基準）のことを言う。

※過去に風しん抗体検査を受けたことがある者、明らかに１回以上風しんの予防接種歴がある者もしくは検査で確定診

断を受けた風しんの既往歴がある者は除きます。

風しん抗体検査の受け方　

◆大町保健所へお電話ください。

◆検査の対象に該当するかどうか

　確認後、検査日時の予約を受け

　付けます。

◆予約した検査日時に保健所へお

　越しください。

◆検査申込書をお書きいただいた

　後、採血します。

◆所要時間は 20 ～ 30 分です。

◆採血後、10 日程度で結果が判

　明します。

◆保健所で結果をお伝えしますの

で、電話で結果の到着を確認の

上、お越しください。

問い合せ先　福祉課保健係　℡ 61-5000

　①電話で申込む 　②保健所で採血 　③保健所で結果を受取る

※検査結果の郵送を希望される場合は、返信用の切手を検査当日お持ちください。

風しん抗体検査で

風しんの

免疫の有無を

確認しましょう！

検査手数料は無料です

　大町保健所　
　　所在地：大町市大町 1058-2（大町合同庁舎）　検査実施日時：毎週水曜日　午前 9：00 ～ 11：00
　　℡：23-6529　※電話による事前予約が必要です
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◆
活
動
の
窓
◆

　

新
池
田
学
問
所
に
つ
い
て
、
公
民
館

で
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
各
種
講
座
の

レ
ポ
ー
ト
を
随
時
掲
載
し
ま
す
。

■
み
の
り
塾

　

２
月
25
日
に
長
野
県
農
村
文
化
協
会

の
池
田
玲
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
和

食
を
見
直
そ
う　

カ
タ
カ
ナ
料
理
か
ら

ひ
ら
が
な
料
理
へ
」
と
題
し
た
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
75
名
の
塾
生
と
町
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
「
近
ご
ろ
の
食
生
活
の

変
化
が
子
供
の
発
育
を
始
め
様
々
な
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
将
来
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
昔
あ
っ
た
箱

膳
に
代
表
さ
れ
る
和
食
（
御
飯
、
一
汁

三
菜
、
香
の
物
、
焼
物
、
煮
物
、
和
え

物
）
な
ど
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
を
見

直
し
て
、
大
人
が
子
供
に
食
の
大
切
さ

や
意
味
を
教
え
て
い
き
、
強
い
体
作
り

を
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
日
本
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
と
な
っ
た
和
食
を
見
直
し
、

次
世
代
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

２
月
１
日
に
大
町
市
の
国
営
ア
ル
プ

ス
あ
づ
み
の
公
園
で
雪
遊
び
と
フ
レ
ー

ム
作
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
雪
が
少
な
い
時
期
だ
っ

た
た
め
予
定
し
て
い
た
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
の
散
策
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
園
内
散
策

で
、
動
物
の
足
跡
や
木
の
実
な
ど
の
説

明
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
さ
な
木
の
枝
を
使
っ
た
写
真
を
飾
る

フ
レ
ー
ム
作
り
を
体
験
し
、
思
い
思
い

の
形
に
枠
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段

は
何
気
な
く
見
て
い
る
木
の
枝
で
す

が
、
作
品
に
し
て
み
る
と
立
派
な
ア
ー

ト
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　

塾
生
た
ち
は
自
宅
で
自
分
好
み
の
写

真
を
飾
ろ
う
と
、
嬉
し
そ
う
に
作
品
を

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
大
か
え
で
倶
楽
部
設
立
記
念

　

講
演
会
（
池
田
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　   

ク
ラ
ブ
）

　
誰
で
も
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
い
つ

ま
で
も
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

ク
ラ
ブ
、
大
か
え
で
倶
楽
部
が
池
田
町

に
設
立
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
３
月
２

日
に
池
田
町
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
者
に
創
造
学
園
高
校
校
長
兼
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
監
督
の
壬み

ぶ生
義よ
し
ふ
み文
先
生

を
お
招
き
し
「
絆
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

年
間
の
高
校
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
主
要

大
会
三
冠
を
達
成
す
る
な
ど
、
日
本
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
名
監
督
と
し
て
活
躍
中

の
壬
生
先
生
の
、
長
年
培
っ
た
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
「
切
羽
詰
ま
っ
た
時
は
技

術
よ
り
も
精
神
力
が
大
事
に
な
る
」
や

「
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
は
失
敗
や
挫
折
、

苦
し
い
と
き
に
あ
る
」
な
ど
、
多
く
の

熱
い
言
葉
に
約
１
２
０
人
の
方
々
が
真

剣
に
聴
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

大
か
え
で
倶
楽
部
で
は
今
後
も
ス
ポ

ー
ツ
選
手
や
指
導
者
を
お
招
き
し
、
講

演
会
や
講
習
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。

■
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

カ
ッ
プ
２
０
１
４

　

池
田
小
学
校
6
年
生
の
薄
井
理た
か
ひ
ろ央

さ

ん
（
堀
の
内
）
と
、
同
じ
く
池
田
小
学

校
6
年
生
の
北
澤
準じ
ゅ
ん
や也
さ
ん
（
４
丁

目
）
が
北
海
道
で
行
わ
れ
る
大
会
を
前

に
、
出
場
報
告
の
た
め
町
長
室
を
表
敬

訪
問
し
、
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　

幼
児
期
か
ら
ス
キ
ー
に
親
し
ん
で
い

た
と
い
う
2
人
は
、
現
在
大
町
の
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
を
し
て
お
り
、
爺
ガ

岳
ス
キ
ー
場
を
拠
点
と
し
て
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

開
催
日
：
３
月
27
日
か
ら
30
日

　

場　

所
：
北
海
道
歌う
た
し
な
い

志
内
市
か
も
い

　
　

岳
ス
キ
ー
場

　

種　

目
：
回
転
、
大
回
転
、
コ
ン
ビ

　
　

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
競
う
小
学
５
・
６

　
　

年
生
の
チ
ル
ド
レ
ン
Ⅰ
（
Ｋ
１
）

問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

池田・松川・生坂とあづみ野ＦＭによる災害協定が結ばれました

　

小
学
部
6
人
、
中
学
部
15
人
、
高
等
部
21

人
の
新
入
生
と
、
中
学
部
３
年
に
1
人
の
転

入
生
を
迎
え
、
４
月
５
日
（
土
）
に
入
学
式

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
生
徒
１
８
８
人
、
職

員
１
２
９
人
（
看
護
師
・
行
政
職
員
含
む
）

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
南
安
曇
農
業
高
校

内
に
あ
る
高
等
部
あ
づ
み
野
分
教
室
も
、
7

人
の
新
入
生
を
迎
え
、
生
徒
21
人
で
５
年
目

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
と
共
に

　

開
校
（
昭
和
63
年
）
当
時
、
池
田
町
の
さ

つ
き
会
の
方
々
が
「
開
校
の
記
念
に
サ
ツ
キ

を
植
え
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
」
と
申
し
出
が

あ
り
、
校
門
を
入
っ
た
正
面
の
一
角
に
植
え

て
い
た
だ
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の

方
々
十
数
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
サ
ツ
キ
の

木
と
シ
ャ
ベ
ル
等
を
携
え
て
凍
っ
て
い
た
土

に
植
え
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の

学
校
長
は
「
温
か
い
心
の
通
い
合
っ
た
第
一

歩
の
記
念
と
し
て
の
大
切
な
学
校
の
宝
」
と

記
念
誌
で
綴
っ
て
い
ま
す
。

「
安
曇
養
護
学
校
が
で
き
る
と
話
が
決
ま
っ

た
と
き
、
何
か
自
分
も
お
手
伝
い
し
た
い
と

思
い
、
１
日
１
枚
ず
つ
雑
巾
を
作
ろ
う
と

考
え
て
ね
」
と
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
３

箱
の
雑
巾
を
寄

付
し
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
方

も
い
た
そ
う
で

す
。

　

現
在
も
、
高

等
部
の
現
場
実

習
で
お
世
話
に

な
っ
た
り
、
と

ん
ぼ
ま
つ
り
に
は
大
勢
の
方
々
に
来
て
い
た

だ
い
て
製
品
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
寄
宿
舎

　

本
校
は
、
地
域
の
小
中
学
校
に
は
な
い
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
寄
宿
舎
が
あ
り
ま
す
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
は
４

台
あ
り
、
小
谷
、

筑
北
、
安
曇
野

な
ど
広
範
囲
で

運
行
し
児
童
生

徒
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に

停
留
所
を
お
願

い
し
て
運
行
し

て
い
ま
す
。

　

寄
宿
舎
に
は
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
27

人
の
生
徒
が
宿
泊
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
、
余
暇
活
動
と
し
て
地
域
に
出
て
活

動
を
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
地
域
そ
の
も

の
が
教
材
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

○
と
ん
ぼ
ま
つ
り
は
、
10
月
11
日
（
土
）
に

一
般
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。

○
公
開
研
修
会
（
あ
づ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
）
は
、

８
月
上
旬
に
行
う
予
定
で
す
。
今
年
は
木
村

順
先
生
を
お
招
き
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
困
っ
て
い
る
気
持
ち
に
寄
り
添

い
理
解
す
る
テ
ー
マ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

地
域
の
方
々
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
あ
ら

た
め
て
ご
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご
一
緒
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

　安　曇　養　護　学　校

　3 月 28 日、池田町役場において、安曇野市を拠点

としたコミュニティーＦＭ放送・あづみ野エフエム

と、放送エリアの池田町、松川村、生坂村の各市町村

が「災害時におけるコミュニティーエフエム放送に関

する協定」を締結しました。

　東日本大震災などの災害時にライフラインとして

最も重宝された伝達方法が「ラジオ」であることを

受け、迅速な情報伝達における減災を目的としてい

ます。この協定により地震や台風、豪雪などの災害時

に、行政が把握した被害状況や避難情報などの地域の

細かな情報を、あづみ野ＦＭがＦＭラジオを通じて住

民に発信していくことになりました。

　また、3 月 24 日には長野県石油商業組合との「災

害時における石油類燃料の供給等に関する協定」を締

結しました。緊急時における緊急車両への優先給油や、避難所、医療機関および社会福祉施設などに石油系燃料が優

先的に供給されることとなり、災害への備えが一歩前進しました。

池田さんの講演に聞き入る参加者

フレーム作りに励む塾生

気さくに熱く語る壬生先生

平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

左より　生坂村長 /松川村長 /池田町長 /あづみ野エフエム社長

総
合
体
育
館
よ
り

左から北澤さん、薄井さん
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渡邊　富夫	 84	 吾妻町

山本　脩一	 83	 ３丁目

栗林　靜子	 82	 十日市場

須澤　間子	 84	 林　中

宮下　辰雄	 85	 中之郷

平林　一夫	 72	 ３丁目

矢口　清秀	 95	 ４丁目

太田りう子	 84	 吾妻町

田中　博美	 93	 内　鎌

矢口　孝子	 79	 滝　南

宮澤　德子	 96	 相道寺

水野　幸男	 80	 林　中

髙山　健一	 46	 渋　原

平林　力	 81	 鵜　山

中山　拓郎	 78	 坂　下

　(3 月受付分　敬称略 )

改
選
は
原
案
通
り
春
一
番 

石
原
た
け
し
（
南　

台
）

蕾つ
ぼ
みに

も
母
い
る
子
い
る
福
寿
草 

勝
野
　
雪
枝
（
鵜
　
山
）

コ
ン
ビ
ニ
の
開
店
祝
い
蓬

よ
も
ぎ
も
ち餅 

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

思
は
ざ
る
賞
を
頂い
た
だく
春
立
つ
日 

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

夕
映
え
の
雲
の
さ
ざ
波
さ
く
ら
貝 

高
林
智
恵
子
（
吾
妻
町
）

空
の
星
地
上
に
降
り
て
犬
ふ
ぐ
り 

中
野
　
潤
一
（
吾
妻
町
）

う
ら
ら
か
や
鋼は
が
ねづ
く
り
の
道
祖
神 

橋
戸
　
丘
子
（
南
　
台
）

曖あ
い
ま
い昧
の
記き
お
く憶
に
歌
ふ
卒
業
歌 

平
林
扶
見
子
（
三
丁
目
）

雪ゆ
き
ど
け解
や
ま
ろ
や
か
に
見
ゆ
岳
の
峰 

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
） 

髪
切
つ
て
心
身
と
も
に
春
来
た
る 

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

　
　
　
　
　
　

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

7 月号掲載俳句募集

　はがきに作品 1 点を記入

し、５月末日までに投稿して
ください。対象は町内在住の
方のみです。作品には①地区
名②氏名③電話番号④中学生
以下の方は学校名と学年を明
記してください。投稿多数の
場合は、選者により選考（10
句以内）して掲載します。な
お、選者により語句の訂正等
をさせていただく場合があり
ますので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696 住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
　

な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平成 26 年度長野県派遣研修員
募集のお知らせ

　県では、中国語や中国の社会事情

に精通し、県と河北省の友好交流を

担う人材を育成するために、研修員

を派遣する事業を実施します。

●研修期間　9 月から 1 年間

●研修機関　中国河北大学国際交流

教育学院

●主な研修内容　中国語の学習 / 中国

の政治、経済、社会等の諸事情に係る視

察 / 河北大学生等の日本語学習支援

●募集期間　5 月 16 日（金）まで

　詳しくはお問い合せください。

【問・申込】長野県国際課　

　　　　　　℡ 026-035-7188

平成 26 年度住宅リフォーム
促進事業補助金のご案内

　町では、町民のみなさまの居住環

境の向上と地域経済の活性化のた

め、住宅リフォーム促進事業補助金

制度を 1 年延長しました。

●受付開始　4 月 1 日 ( 火 ) から

●対象となる方　町に住民登録をし

ている方 / 町内に居住するための家

屋を所有している方 ( 固定資産税課

税明細書に記載された建築年から 3

年を経過しないものは除く )/ 町税

等の滞納をしていない方 / 過去に本

制度の補助を受けていない方

●補助金の額　対象工事の 10 分の

2 以内で上限 20 万円

●対象工事　20 万円以上の工事 /

町内に事業所等を有する法人または

個人事業者が施工する工事

※対象となる工事個所、工事内容等

詳しくはお問い合せください。

【問】建設水道課建設管理係 

　　　℡ 62-3130

長野県知事選挙について

　8 月 31 日任期満了の長野県知事

選挙の選挙期日は次のとおりです。

●選挙期日　8 月 10 日（日）

●告示日　7 月 24 日（木）

【問】池田町選挙管理員会

　　（役場総務課内）　℡ 62-3131

日本赤十字社義援金・救援金
についてのご報告

　平成 25 年度に行った日本赤十字

社の各義援金・救援金にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

皆さまの温かいご支援により、総額

16,708 円の寄付が集まりました。こ

れらは全て、寄付いただいた各災害

の復興及び救援に役立てられます。

　また、東日本大震災義援金は平

成 26 年度もひき続き募金を行いま

す。総務課④番窓口にて受付けます

ので、ご支援ご協力をよろしくお願

いいたします。

【問】日本赤十字社池田町分区　総

務課総務係　℡ 62-3131

平成 26 ～ 27 年度長野県主催要
約筆記者養成講座受講生募集

　視聴覚障がい者のコミュニケー

ション手段である要約筆記の養成講

座です。年に 1 回（2 月）に試験が

行われ、合格をすると国家資格とし

て認められます。

●期間　5 月 29 日（木）から約 2 年間

（全 20 回）

●場所　松本市総合福祉センター

●時間　午前 10 時から午後 3 時

●定員　手書きコース 20 人 / パソ

コンコース 16 人

●受講料　10,000 円（2 年分）

●申込締切　5 月 10 日（土）

　詳しくはお問い合せください。

【問】℡ 026-275-4894 山口まで

26

岡沢　佳
か な

奈   　 ( 一雅・洋恵 / 内鎌 )

横田　翔
しょうま

真       (拓馬・芳恵/１丁目)

腰原　新正	 99	 和　合

松下　忠一	 89	 内　鎌

自動車税の納期限等のお知らせ

◆ 5月にお手元に届く「納税通知書」をお持ちのうえ、お近くの銀行・

　郵便局・農協・コンビニエンスストア等で納めください。

　※コンビニエンスストアでの納付は、バーコードが印刷されている納税

　　通知書に限ります。

◆「納税通知書」の領収書に付いている「自動車税納税証明書」は、車検

　時に必要となりますので、車検証と一緒に大切に保管してください。　

　（納税確認ができないと車検証が交付されません）

◆身体障害者等の方の減免制度があります。障害者手帳の交付を受けてい

　る方で、かつ、一定の障害以上の方が所有する車の自動車税は、申請に

　より減免できる制度があります。（軽自動車との重複はできません）

自動車税の納期限は、6月 2日（月）です

以下の場合はお問い合せください

・5月下旬になっても「納税通知書」が届かない。

・所有していない自動車の「納税通知書」が届いた。

・身体障害者の減免制度に該当するかわからない。

問い合せ先　北安曇地方事務所税務課　℡ 23-6505

お詫びと訂正

　4 月号（570 号）お悔やみ申

し上げますのページで、お亡く

なりになられた方の表記が次の

通り間違っていました。お詫び

して訂正します。

（誤）古平　直子　73

（正）古平　直子　72
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■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）

自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時
（年中無休）

行政相談 池田町福祉会館　静養室2 ℡ 62-3131 6月18日(水)
午前9時～正午

期　　日 医療機関名　 電話番号

医
　
　
　
科

5月　3日(祝)
内 若林医院 62-2105
外 栗林医院 22-0305

5月　4日(祝)
内 吉村医院 61-5666
外 西森整形外科 61-1700

5月　5日(祝)
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 石曽根医院 22-0142

5月6日(振休)
内 平林メンタルクリニック 61-1577
外 市立大町総合病院 22-0415

5月11日(日)
内 安曇総合病院

62-3166
外 安曇総合病院

5月18日(日)
内 近藤医院 62-9187
外 栗林医院 22-0305

5月25日(日)
内 太田医院 62-1010
外 狩谷整形外科医院 22-7788

 内＝内科　外＝外科

診
療
時
間

■医　科　　午前９時　～　午後５時  
■歯　科　　午前９時　～　正午　(要事前連絡)
■薬　局　　午前９時　～　午後５時３０分

期　　日 医療機関名　 電話番号

歯 

　
　
科

5月 　3日(祝) おだ歯科 72-6482
5月 　4日(祝) グリーン歯科クリニック 23-6666
5月 　5日(祝) あづみ野歯科 62-2332
5月6日(振休) オクハラデンタルクリニック 23-0500
5月11日(日) いいざわ歯科医院 23-7050
5月18日(日) 小谷歯科医院 82-2762
5月25日(日) 砂田歯科医院 22-0648

期　　日 医療機関名　 電話番号

薬
　
　
　
局

5月 　3日(祝) 松川とをしや薬局 61-1527

5月 　4日(祝)
すみれ薬局 85-2061
松川とをしや薬局 61-1527

5月 　5日(祝) スヤマ薬局あいそめ 62-0208
5月6日(振休) キムラ薬局 62-5210

5月11日(日)
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

5月18日(日)
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

5月25日(日) 白樺薬局 62-0010

■5月の主な行事
期　　日 行　事　名

5月 　9日(金) ナイターソフト開幕
5月15日(木) 高瀬中　部活動参観・懇談会
5月16日(金) 安曇養護　こいのぼり運動会
5月17日(土) 第7回北アルプス展望ウォーク 18日まで
5月18日(日) 全町清掃デー
5月19日(月) 高瀬中　写生会(予備日20日)
5月24日(土) 池工　公開授業(午前中)
5月27日(火) 高瀬中　1年陸郷めぐり

■5月の納税等
軽自動車税　　　　　　　　　　【納期限6月2日】
※口座振替日は 5 月 28 日（水）です。
　口座振替の方は前日までに残高の確認をお願いします。

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

5 月　1 日 ( 木 ) 水野建設㈱ 62-6050
5 月　2 日 ( 金 ) ㈲下里組 090-3558-4983
5 月　3 日 ( 祝 ) ㈱信濃熱学 62-4028 又は 62-0368
5 月　4 日 ( 祝 ) 佐藤設備 62-5320
5 月　5 日 ( 祝 ) 穂高シェルクリエート㈱ 090-7256-1727
5 月 6 日 ( 振 休 ) 朝日企画㈱ 62-5607
5 月 10 日 ( 土 ) ㈲デラ工房 62-9003
5 月 11 日 ( 日 ) ㈲アルテ長野 0263-83-6565
5 月 17 日 ( 土 ) Ｗ・Ｓ小林設備 0263-62-6222
5 月 18 日 ( 日 ) 安曇さく泉工業㈱ 0263-72-4512

■人の動き
4月1日現在　（　）内は前月比
●人　口　10,399人（－35）
                男　4,980人（－16） 女　5,419人（－19）
●世帯数　3,933帯（+5）
※平成24年7月9日の法改正により外国人数は上記人数に含まれるようになり

ました。

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)
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